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Modalwort oder Partikel? - vielleichtの用法

佐藤修子

O. はじめに

発話者の自分の陳述内容に対する主観的・心的態度を表わすといわれる Modalworter及びParti

一(1)
keln (特にAbtonungspartike ln )は、同じ範ちゅうに属する品詞として邑別なく扱われたり、また

区別される場合でも、その基準や分類が文法家の間で一致しているわけではない。さらにModalwor-

terやPartikelnは、同ーの語が両方の機能を有していたりあるいはAdverbとしても機能するもの

が多いので、一層その区別を困難にしているように思われる。定義そのものが明確とはいえず、また

一致した見解がないので呼び名も文法家によって異なっている。ここで扱う vielleichtを例にとれ

(2) (3) 
ば、 Weyd t/Hentsche 1はHelbig/Buschaが Modalwortとする機能での vielleichtをModales

(4) 

Adverbと呼ぶ。あるいはまたWeydt/HentschelのAbtonungspartike1としてのviellei chtの用
(5) 

法は、 Helbig/Kotzの illokutivePartikelに相当する。 Helbig/Buschaは単独で文頭に立てる
(6) 

Modalworterと単独では立てないPartikelnとを統語論的にはっきり区別するが、 Hentschelは

Partike lnの中に文頭に立てるものと立てないものがあるとして、 Partikelnの中にHelbig/Bu-

(7) 
schaがModalwortとする語、例えば jedenfallsなども含めている。あるいはまた Hartmannは、

Partikelとして用いられる vielle i chtの統語論的特徴と機能を調べる際に、決定疑問文に現われる

(8) 
vielleichtをAdverbialとしているが、これも決定疑問文の中のvielleichtをPartikelとするHel-

(9) 

b ig/Kotzの見解と異なる。 Adverbien.Modalworter. Partikelnの三品詞を明確に区別し、そ

の根拠まで明らかにしているのはHelbigを代表とするクーループである。 Weydtに代表されるグルー

プの分類及びその方法は前者とは異なり、分類及びその基準が私には明確ではない。 しかしながら

vielleichtに関しては、両者とも二つの異なる機能を区別して考えていることが明らかである。この

論文ではHelbigによる三品詞の区別にのっとり統語論上の違いを手掛りにまずvielleichtの機能を

ModalwortとPartikelに分け、さらに具体例によって意味を確認しそれぞれに現われる意味機能が

Helbig/Kotzで定義されているModalwortと illokutivePartikelそれぞれの意味機能と一致する

かを検討しつつ、 vielleichtの用法を記述してみたい。
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1. HelbigによるAdverbien，Modalworter， Partikelnの統語論的・意味論的違い

Helbigによる Adverbien，Modalworter， Partikelnの統語論的特徴をまとめると以下のように

なる
(10)

Adverbien 

①文頭に立てる。

②上位の母型文で言い換えられ

ない(言い換えられる場合も

wleに導かれる副文)。

③挿入文で言い換えられない。

④補足疑問文の答となる。

⑤決定疑問文の答とならない。

⑥疑問文にあらわれる。

⑦命令文にあらわれる。

⑧願望文にあらわれる。

⑨ nichtが前に来る。

⑬代用形(代副詞)で置き換え

られる。

⑪従属文(副文、不定詞句)の

中にあらわれる。

⑫比較級をつくれる。

⑬並列できる。

⑬外示的遂行文にあらわれる。

Modal worter 

文頭に立てる。

上位の母型文で言い換えられる。

(daβに導びかれる副文を支配

する)

挿入文で言い換えられる。

補足疑問文の答とならない。

決定疑問文の答となる。

疑問文にあらわれない(11)

命令文にあらわれない。

願望文にあらわれない。

nichtが前にこれない。

代用形で置き換えられない。

従属文(副文、不定詞句)の中(

にこれない。

比較級をつくれない。

並列できない。

外示的遂行文にあらわれない。

Partikeln 

単独で文頭に立てない。

上位の母型文で言い換えられ

ない。

補足疑問文の答とならない。

決定疑問文の答とならない。

疑問文にあらわれる。

命令文にあらわれる。

願望文にあらわれる。

Helbigによれば、 Modalworterに属する一連の語は意味論的には主観的モダリティー(陳述内容

への発話者自身の心的態度)を表わし、だから並並主lw凸rterと呼ばれるのであり、統語論的に名づ

けるとすればこれらの語は Schaltworterであるという。それは外見的には文の中にはめ込まれてい

るこれらの語が、実際には文成分としての機能を持たず、本来の文内容の外に置かれているためであ

(12) 
る。つまり Modalworterは統語論的には文全体にかかっており、 この文に発話者のコメントを加え

るような形の上位にある文ないしは挿入文のような機能をはたしていると考えられている。これに対

しAdverbienは一文成分であり、意味的には客観的な場所、時、状況等々を表わすものである。 Par

tikelnは文成分でない点ではModalworterと一致するが、潜在的な文の性格を持たない点がModal-

worterと異なる。文全体ではなく個々の語にかかるものであるとして PartikelnをModalwort巴r

と統語論的に区別した上で、 Helbig/Kotzは意味機能的に異なる二種類のPartikelnを分けて考え
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(13) 
る。一つはコミュニケーション機能の強い、言い換えると発話内的行為のインジケータの役割を担う

Partikeln (いわゆるAbtonungspartike ln)であり、もう一つは発話内的行為のインジケータとし

てではなく、主として形容詞や副詞にかかり、関連語を制限、明細化、等級づけあるいは強める働き

をする Partikelnである。前者を illokutivePartikeln. 後者を sernantische(または nicht-

i11okutive) Partikelnと呼んでいる。 illokutivePartikelnは動詞にかかるため統語的に、また

発話者の心的態度を表わす点、では意味的にModalworterに近似し、特に同一語が両方の機能を兼ね

具えている場合はその用法の判別が難しい。 vie11eichtも文型や文脈によってModalwortであった

りPartikelであったりする。またそれぞれの機能に於ても文脈や文型によって様々な意味合いを持

つ。次に先の三品調の統語論的違いを基に、可能な限り vie11eichtをModalwortとPartikelに分

け意味の検討を進めてみたい。

2. Helbigの分類による vielleichtのAdverbの用法は存在しない

副詞として用いられる場合の vie11eichtには、話者の不確かな推量を表わすModalwortとしての

用法以外に、客観的な副詞としての用法はみあたらない。1.の表②①④⑤⑬⑫⑬⑭の統語的特徴から

もAdverbではないと言える。⑥⑦⑥はPartikelと共通する部分である。⑨についてはPartikelに

関して直接言及されていなし、が前後どちらも可能と考えら才1へあとで角財工るようにnichtが前に置カれているvielー

lei chtの例は一応Partikelとして 4以下で扱う。 ⑫については vie11e i chtの従属文中に現われる

例がいくつか見つかったが、いずれも話者の想像であることを示す主文に続くものばかりであり、こ

れについては後述する。

3. Modalwortとして用いられる vielleicht

ModalwortとPartikelを区別する目安となるのは lの表の①②⑤⑥⑦⑨である。 1の表①より

Partikelは単独で文頭に立てないので、文頭に来ている vieUeichtはすべてModalwortと解釈で

きd:~lelleIChtが文頭に立つ例は非常に多く、例えばM.E ndeのMornoに出てくる88例のうち36

例が文頭に立ち、平叙文の文中l亡来る vielleichtは19例であった。 Modalwortとして用いられる

vieUeichtは、話者の不確かな推量、発話者が陳述内容に対して可能性50%以下で推量しているこ

とを表わす;へ

的に多い。また文頭に立つ例が多いのはModalwortが文全体にかかることと関係すると考えられる。

物語では話者の想像、推量、考えであることを明示する文脈の中に現われる例が多くみられた。また

明示されていない場合も前後の文脈で話者の考えや推量であることが判断できる。
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1) :>主主旦己生2く，生生teer，:> habe ich jetzt die hunderttausend Stunden eingespart 

und Momo freigekauft.く (Mom0， S. 264) 

2) :>Und旦且註主主2く， versuchteMomo sich zu trosten， :> ist Kassiopeia schon 1angst 

wieder bei Meister Hora. ・・・く (Momo， S. 229) 
(16) 

1の表⑪によればModa1worterは従属文の中に現われないことになっているが、話者の想像や考

えであることを示す主文に導かれる副文中には現われる。

3) Sie hofften， das Gigi vielleicht zu erzah1en anfangen wurde， aber das ging nicht. 

(Momo， S. 75) 

4) :>Neinく， murme1 te Beppo und starrte rat10s vor sich hin， :> das will ich nicht. 

Aber wenn sie doch vielleicht in Not ist? < 
:>Aber stell dir vor， wenn sie's nicht ist <， fuhr Gigi fort， :>wenn sie vielleicht 

wirk1ich nur ein bischen herumstro1cht und du hetzt ihr die Polizei auf den Ha1s. 

-・・<(Momo， S. 126ー7) 

5) Und weil sie befürchtet~ ， das die Leute sonst vielleicht wieder argerlich auf sie 

werden wurden， wenn sie b10s so dazwischenstand， nahm sie sich im Vorubergehen 

noch einma1 allerhand aus den G1askasten. (Momo， S. 195) 

6) Auch hier qu邑1te sie wieder die Vorstellung， daβgenau das vielleicht schon ge一

schehen war， vor einer Woche oder gestern (Momo， S. 213) 

Moda1wortは文型による分類では疑問文、命令文、顧望文には現われないとされているので(1の

表⑥①⑥)、 これらの文型に現われる vielleichtをPartike1と解釈し 4以下で意味の検討を試みる

が、平叙文で感嘆符や疑問符を伴う文や命令の意味合いにとれる文の中に vielleichtが現われるこ

とがある。すべて文頭にvielleichtが来ている例で統語論的にModa1wortと解されるものである。

7) Vielleicht gab es hier alles umsonst! (Momo， S. 192) 

8) :>Vielleicht ist es so was wie Atome? ・・・く (Momo， S. 106) 

9) Vielleicht ist sie so was wie ein Duft? Aber sie ist auch etwas， das immerzu 

vorbei geht. A1so muβsie auch irgendwo herkommen. Viel"leicht ist sie so was 

wie der Wind? Oder nein Jetzt weiβich's! ・・・ (Momo， S. 158) 
(]7) 

10)主主旦旦生!gibt es den Buch1aden gar nicht mehr? (UeG:; B. 420) 
( 18) 

11)主主旦旦生!fragen Sie den Fahrer. (VVS:， '8.12) 

8) 9) 10)にみられる疑問符を伴う文はしかしながら相手に答を求めるものではなく、話者が思いを

巡らせたり考えたりしていることを表わす自問の文である。話者の不確かな推量を表わすModalwort

の用法といえる。感嘆符を伴う文、例7)も話者の想像や不確かな推量を表わしていると解釈できるが、
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そこに含まれるニュアンスは疑問符を伴う文のものとは異なると思われる。それは疑問符を伴う文が

I~ではないかしら、 (ひょっとしたら)~かもしれないJ 等の表現で翻訳されるのに対し、感嘆符
Gg) 

を伴う文が「きっと~なんだわ」等の翻訳表現になることからも察せられる。即ち単なる推量だけで

はなく話者の驚きが含まわしていると考えられる。例 11)は平叙文の形であり疑問符も感嘆符も伴って

いないが、文脈から判断して話者の陳述内容に対する主観的評価を表わすとは言い難い。つまり話者

の不確かな推量を表わしているとはいえず、発話者が相手になんらかの発話意図を持って話かけてい

ると考えられる。!運転手に尋ねてはどうか」と勧めている、あるいは「運転手に尋ねなさい」とい

う命令形に不確かな推量を表わす言葉を添えて表現をやわらげている、と解釈できるのではなかろう

か。そうだとするならば、これはModa叫lwo叶rtであるというよりは発話内的行為のインジケ←タとし

て機能する Iはlloku王q印u山I

Mo吋da副lwortは一般に文全体を支配すると言われているが、その現われる位置によって話者の推量

その他がどこにかかるかが変わると思われる。即ちModalwortはその後に来るものを支配すると考え

(2]) 

られる。

12) Aber danach bleibt noch etwas zu tun， und das wird vielleicht von allem das 

Schwerste sein. (Momo， S. 244 ) 

13) ì~ienn es so war， dann konnte sie es vielleicht tatsachlich noch bis zur Niemals 

Gasseund zum Nirgend-Haus schaffen・(Momo，S.231) 

14) Und doch， so sagte sich Momo， waren sie sich vielleicht ganz nah. (Momo. S. 212) 

15) :>・・・ 1ch meine， dann wurden wir die Zei t-Spar-Kasse "-ielleicht aucheher fin 

den. wenn noch andere mi tmachen. (Momo， S. 101 ) 

16) 1ch meine， bis jetzt haben wir vielleicht noch gar keinen Grund， uns solche Sor 

gen zu machen. (Momo， S. 126) 

17) Wenn er jetzt nach Hause ging， wurde Vater in seinem weisen Kittel aus dem 

Labor kommen， vielleicht mi t einem Gipsgewis in der Hand， (DuG. S. 13) 

18) ・・・ dasw邑re-denMund ha1ten， nichts mehr erz泣den，verstummen， vie lle icht fur 

den Rest meines Lebens， oder doch wenigstens solang， bis man .・・ (Momo，S. 207 ) 

19) Wer weiβ. wie oft es geschah， daβsie just an einer Stelle voruberkam， wo Beppo 

erst vor einer Stunde， einer Minute， ja vielleicht erst vor einem Augenblick ge-

wesen war. (Momo， S. 212) 
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4. Partikelとしての vielleicht

4.1. Semantische (nicht-illokutive) Partikelとして用いられる vielleicht

vie lle ichtには illokutive Part ike 1 (Abtonung spartike 1 )の用法だけでなく semantische

Partikelの用法もあると考えられる。 etwaあるいは ungefahrで置き換えられる、数調の前に来る

vielleichtで、 ungef邑hr(およそ)の意味で用いられる。

20) Der Urheber dieses Tumults war ein kleiner. dicker Junge von vielleicht zehn oder 

elf Jahren. (DuG. S. 5) 

21) >・・.Wieviel Zeit benotigen Sie insgesamt fur alle Mahlzeiten des Tages ?く

> lch weis nicht genau <. meinte Herr Fusi angstlich. >vielleicht zwei Stunden 
?く (Momo.S. 61-62) 

22) >・・・ WievielZei t kostet Sie das taglich?く 〉主主旦旦生1e ine Stunde. aber・

く (Momo.S. 62) 

例 21)、例 22)はvielleichtを後に置くことも可能である。

21)' ・・・、 > zwei Stunden vielleicht? < 
22)' ・・・、 > eine Stunde vielleicht. aber .・・く

これは etwaの semantischePartikelの用法と非常に類似している。参考までにHelb ig/Buscha 

(22) 
のetwaの例を借りると、

Et芝1ieine Stunde hat er gearbeitet. 

Eine Stunde etwa hat er gearbei tet. 

この例はPartikelが単独で文頭に立てないこと(1の表の①)を示すと共に、多くの Partikelは

名詞の前にも後にもこれることを示している。

ところでetwaには vielleichtと同様 illokutivePartikel (AbtonungspartikeI)としての用

法もあり、 vielleichtとの関連で次の 4.2.でふれたいが、 Weydt/Hentsche1は「いくつかの異な
(23) 

る意味を持つ etwaの底に流れる共通の意味とは、 moglicherweiseあるいはvielleichtの意味でな

いかと推測できる」として、 「だから ..etwa80 Demonstranten“ は日常会話で..vielleicht 80 

(24) 

Demonstranten“と言い換えられる」と述べている。この場合の etwaの用法をWeydVHentschel

はGradpartikelと呼ぶが、 vielle ichtもGradpartikelとするのか、 modalesAdverbと考えるの

かあるいはAbt凸nungspartikelに分類するのかは明らかではない。またHelbig/Kりtzは、 etwaに

は illokutivePartikelとnicht-illokutivePartikelの用法があるが、どちらの場合も etwaに

(25) 

アクセントがつかないので場合によっては二通りに解釈できるとし、次の例をあげている。
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Kommt er etwa um 12 Uhr ? 

(a)= ungefahr (nicht-illokutive Partikel) 

(b)= vielleicht (illokutive Partikel) 

(b)は否定の答を暗に含む、あるいは相手から否定の答を期待する etwaや vielleichtの用法である。

ここでは nicht一illokutivePartikelの言い換えにungefahrが、また illokutive Part ike 1の言

い換えに vielleichtが用いられており、 vielleichtはあくまで illokutivePartikelと考えられて

いるο しかし先にあげた20)、21)、22)の例は文全体にかかるのではなく後に来る語を限定しており、

vielleichtだけをとりだして文頭に置くことが出来ない。これは明らかにHelbigの言う Partikel

であり、かつ意味的には nicht-illokutivePartikelである。いおよそ“ということが話者の不確

かな推量からくることは確かであるとしても。)ところで例20)では vielleichtが前置詞句の中に固

定されているので一義的な解釈しか出来ないが、例21)、 22)は文脈によってはetwaの例(b)の解釈と

同様、 illokutive Partikelの意味で用いられることもありうると考えられる。

4.2. illokutive Partikelとして用いられる vielleicht

文型によって用法が異なると考えられるので、文型別に意味の検討を進め'たい。

4.2. 1.平叙文

平叙文で文頭にvielleichtが立つ例はModalwortとして 3で扱った。その際ほとんどすべての例

が問題なく Modalwortと解釈できたが、感嘆符を伴う文あるいは命令の意向で発せられている文だ

け意味的にPartikelと解されるのではないかという問題が残った。平叙文の文中に現われる場合は

ModalwortとPartikelの区別が形の上では困難である。 Opalka はaber.ja. vielleichtがAbto

nungs parti kel nとして用いられる場合の統語論的条件を、ある一定の条件をみたす限られた型の平

叙文について研究し、結論として 9項目あげさらに意味的条件を 3項目加えているが(26とれはあまり

に煩雑で実際の応用には不向きである。また文中の特定の語に文アクセントがあることが条件であり

( vielleichtそのものにアクセントはつかない)話しことばには都合がよいが、書かれた物の場合は

文脈から用法を判断しその結果文中のどの語にアクセントが来るかが分るので残念ながら役に立たな

い。 vielleichtそのものとアクセントの関係は、 vielleichtにアクセン卜があるか、あるいはアク

(27) 
セントをつげることが可能な場合にはModalwortであると言われている。

さて明らかにPartikelとして用いられている viellei chtの例は一つだけみつかった。

23) ;THe. Momo!くbrummteer. und es bereitete ihm sichtlich Verlegenheit. das sie 
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ihn so sah， ::> gibt's dich auch noch! Was suchst du denn hier? < 

::> Dich <， antwortete Momo schuchtern. 

::>Na， du bist mir vielleicht eine! < sagte Nicola und schuttelte lachelnd den Kopf. 

:> Kommt hier mi tten in der Nacht her， um nach ihrem alten Freund Nicola zu sehen. 

Ja， ich hatte dich ja auch schon langst mal wieder besucht， aber ich hab' einfach 

keine Zeit mehr fur solche ••. Privatsachen. < (Momo， S. 81) 

上の例は話者が相手に予期しなかったことをされて驚いている場面である。平叙文に現われる Par

tikelとしての vie lle i chtは、 He1 big/Kotzによれば異常と感じられる事態に対する篤きを表わ

し、それはそれまでその事態に関与していなかった聞き手にその文内容を納得させようという意図と

結ひついているといdi~たWeydt/Hentschelによれば、 vielleichtはある事態のDaβ(・・・で
あること)についてではなく、 Wie(いかに・・・であるか)について驚きが発せられる時用いられる

という。また聞き手の知らない、話し手のみが知っている事柄についての驚きを表わし、もし驚きの

対象が話し手にも聞き手にも分っている場合は、驚きが(特別な量ではなく)特別な形態(質)に関

(29) 

連する時に vielleichtが用いられるという。 vielle i chtを伴う驚きを表わす文は倒置法(動討が文

頭に立つ)でもあるようだが例がみつからなかった。
(30) 

さて以下にあげる例は一般にはPartikelと解釈されないものであるが、 Modalwortと解釈するに

は少し問題の残るものである。

24) ::>Warum ist denn alles so zu? <fragte Momo. ::> Da komm' ich nicht 'rein. < 

::>WARTE! < erschien als Antwort. 

::>Na ja <. meinte Momo seufzend， ::> da kann ich aber vielleicht lang warten. Wo-

her soll Gigi wissen. daβich hier drausen stehe-falls er uberhaupt drin ist.く

(Momo. S. 202 ) 

これは先の例23)と同様wohlで置き換えられる vielle i chtである。 wohlは話者の推量を表わす

Modalwortとして分類されていることもあるが、現在ではModalwortではなく Partikelと考えら

(31) 
れている。 mOgli cherwe i seやwomoglichではなく、 wohlで置き換えられるところから Partikel

として用いられているのではないかと想像される。例24)のviellei chtを伴う文は、内容的には話者

が「きっと長いこと待たねばならぬだろう」と想像しているところだが、そのことを確信しているわ

けではないから bestimmtは使えない。そして単なる不確かな推量だけではなく話者のなんらかの感

情がaberと共にvielleichtで表現されていると思われる。 rでもきっと長く待つことになってよ」

とでも訳せるだろうか。 rきっと・・・よ」という 3.の例7)に多少共通するなんらかの話者の感情が表

現されるように思われてならない。

25) ::>Es ware vielleicht gut <. sagte Momo， ::>wenn wir dabei ein biβchen mehr wa-
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ren. nicht blos wir drei・・・・く (Momo.S. 101 ) 

例 25)は「三人きりではなくもっと多ければいいのにな」という願望を表わしている。 ここでは

vielle i ch tは話者の不確かな推量を表わすというよりは、 r~であればよいであろう(のに)J という

願望(rよいであろうJという表現に既に願望の意が含まれていると思われる)になんらかのニュア

ンスを添えている感じがする。期待していないことに対する願望ととれないた'ろうか。

26) ，> Ich hoffe nur. ich habe dich nicht erschreckt. Momo. Es war nur ein kleiner Spaβ 

von mir. Aber nun darf ich dich vielleicht erst einmal zu Tisch bitten. liebes 

Madchen. Das Fruhstuck ist bereit. ・・・く (Momo. S. 147-8) 

ここも話者の不確かな推量を表わしているとは言えない。 rよろしかったら食卓にお招きしたいの

ですが・・・」という I寧の表現と考えられる。

27) ，>wir meinen. du konntest vielleicht bei einem von uns unterkriechen. Wir haben 

zwar selber alle nur wenig Platz. und die meisten haben schon einen Haufen Kin-

der. die gefuttert sein wollen. aber wir meinen. auf eines mehr kommt es dann 

auch schon nicht mehr an. Was hal tst du davon. eh?く (Momo.S. 12) 

例27)も26)と同様丁寧の表現と解釈できる。「おれたちのうちの誰かのところに世話になってはど

うか」という勧誘に、 「お前さえよければ」といった丁寧な気持がvielleichtで表現されていると考

えられる。

28) Gigi uberlegte ein wenig und fragte dann: '>Und wie sol1 es heisen?く

'>Vielleicht-das Marchen vom Zauberspiegel?く (Momo.S. 48 -9 ) 

29) ，> Ich hab' euch so gesucht <. sagte Momo atemlos. ，>Kommt ihr jetzt wieder zu 

mir?< Die drei wechselten Blicke. dann schuttelten sie die Kopfe. 

，>Aber morgenvielleicht. ja? <fragte Momo・，>Oderubermorgen?< (ebd. S. 215) 

30) ，>Aber wenn du nichts von meinen Sachen magst. d且m 凶nnenwir vie lle i cht spie-

len. j a ?く (ebd.S. 88) 

例28)~ 30)では話者が相手に「・・・などはどうか」と提案する際にvielleichtを用いている。こ

れらの例も26)、27)と同様、丁寧の表現と解釈することができる。

以上平叙文で驚きを表現している以外の vielleichtの例をみてきたが、これをModalwortととる

のかPartikelと解釈するのかという問題が残る。これらの例では vielleichtは、意味機能的にみて

話者の陳述内容への評価を表わしているというよりは話者の感情、願望、また相手に行為を促したり

何かを提案したりする時の丁寧の表現に用いられている。それ故Partikelの用法に近い。
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4. 2. 2 疑問文

vi e 11e i chtは決定疑問文には現われるが補足疑問文には現われない。 vielleichtを伴う決定疑問

文の多くは、話者が相手に肯定か否定の判断を求めるものではなく、話者が相手から陳述内容を否定

する答(肯定疑問では nein，否定疑問では doch)を期待していると解釈される文脈に現われる。発話

された文の中に文を否定する内容の発話者の答えが暗に含まれていると考えられる。

31) 8011 er vie11eicht宮anzallein da drauβen in einem Wi出el hocken? (Momo， 8. 85) 

32) 1st das vielleicht ein Verbrechen? (ebd.) 

33) 8ind das vie11eicht meine 8chuhe? (Andorra， 8. 118) 

34) Oder bist du vie11eicht kein Jud? (ebd. S. 20) 

35) Hab ich ihn vie11eicht an den pfahl gebracht? (ebd. S. 24) 

36) Sol1 ich vie11eicht sagen， es gibt in Andorra kein anstandiges Zimmer?(ebd. S.66) 

37) ・・・， )>hast du zu Hause vie11eicht keine Angst davor?く (Momo， S. 23) 

38) )> Und haben die Leute vie11eicht nichts bekommen fur ihr Geld? Ich sage euch， 

sie haben genau das bekommen， was sie wo11ten! (ebd. S. 39) 

39) )>・・.Wiβt ihr es vie11eicht?< )>Neinく， gaben die andern zu. 

)>Na also!く riefGigi Fremdenfuhrer. (ebd.) 

例31)~ 39) の発言はすべて否定的内容の答を前提としている。日本語で表現すれば I~ とでも言

うのかJとなるところである。このような例は比較的多くみっかり、特にMomoでは語り手が「そう

でないjということを読者に印象づけるためにこの表現を用いていると思われる例がいくつかみられ

た。以下にその例をあげる。

40) Konnte Momo dann vielleicht irgend etwas， das die Leute in gute Laune versetzte? 

(Momo， S. 15) 

41) Konnte sie vielleicht zaubern? (ebd.) 

42) War Momo vielleicht so unglaublich klug， daβsie jedem Menschen einen guten 

Rat geben konnte? (ebd. 8.14-5) 

決定疑問文でのこのような vielleichtとよく似た働きをする Partikelに、やはり決定疑問文中の

etwaがある。 Helbig/Kotzによれば etwaは決定疑問文にしか現われず、その際 etwaは聞き手に

一 (32)
nemで答えるべきことを示唆しているというoWeydt/Hentschelでは決定疑問文の他に、否定と

dochを伴う平叙文(疑いないし聞いを伴う断言文で引がつけられる)にも etwaが用いられ、いずれ

も問われている事態が好ましくないものであることが etwaによって示されている、という説明であ

(33) 
る。 vie11eichtとほとんど同じ用法と思われるが、 etwaの方が話者の否定したい気持がより強く表
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現されるのではないかという印象を受ける。

ところで文脈から判断して話者が否定の答を予期しているとは思われない例がみつかった。

43) :>・・・ 1st1hnen dies Gesetz bekannt gewesen， Angeklagter? <: :> Sehr wohl， Hohes 

Gericht <:. keuchte der.:> Dennoch haben wir untrugliche Beweis dafur <:. verset-

zte der Richter. :> das einer von uns. ich wiederhole. eiηeγ vo九 unsmi t einem 

Kind gesprochen und ihm obendrein noch die Wahrhei t uber uns verraten haben mus. 

Angeklagter. wissen Sie vielleicht. wer dieser einer von uns war? <: :> lch war 

es <:. antwortete der Agent BLViグ553/czerschmettert. (Momo. S. 116-7 ) 

ここでは話者はすでに答がかであることを知っていて、相手からその答えを引き出すために質問

を発していると思われる。 Iひょっとして御存知かJという話者の推量を表わすModalwortとも解

釈できる。しかしModalwortは疑問文に現われないことになっているので(1の表⑥)、 このような

vie llei chtをどう扱うかという問題が残る。次の例も疑問文中のModalwortと解釈できる viel-

leichtである。

44) Merkwurdig. dachte Bastian. warum redete der Alte pl凸tzlichin einer fremden 

Sprache? Oder war es vielleicht eine Zauberformel? (DuG. S. 187) 

45) Wie lange mochte es her sein. daβer von hier aus seine groβe Reise durch die 

Unendliche Geschichte angetreten hatte? Wochen? Monate? Vielleicht Jahre? 

(ebd. S. 419) 

44)、45)の例は相手に答を要求する疑問文ではなく、いわば話者のひとりごと、話者の自問であり

話者があれこれ考え巡らせていることを表わす文である。先に 3.で副文にはこれない Modalwortが、

vielleichtについては話者の想像や考えであることを示す主文に導びかれる時、副文中にくること

ができることを確認したが、疑問文の中でvielleichtがModalwortとして機能する時も、同じこと

が言える。つまり疑問は自分に対する間いであり、 vielleichtによって話者が想像したり考えたり

しているのだということが表現されている。同様のことが obf'C導びかれる副文についても言える。

46) Bastian uberlegte. Er konnte unmoglich warten. ob vielleicht doch irgendwann 

einmal jemand kommen wurde. (DuG. S.420) 

47) -ob sie vielleicht nach Andorra kommt. weiJ's druben keine M邑nnergibt. (An-

dorra， S. 72 ) 

次にこれまでとは用法を少し異にすると思われる例を 1つあげてこの章を終りたい。

48) :>Konnen Sie uns das vielleicht naher erklaren?く (Momo.S.30) 

例48)は「もっと詳しく説明してくれませんか」という依頼文の中に用いられた vielleichtで、 I 

寧の表現と思われる。 4.2.l.の例26)、27)の用法と同じと考えられ、また durfenやkonnen等の話
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法の助動詞がきていることも共通している。

4.2.3. nichtを伴う viellei ch t 

vielleichtがModalwortとして用いられる場合は、 Modalwortそのものの否定が不可能なので

nichtはvielleichtの後に来る。(1の表⑨)

49) Entschuldige. Momo. du kannst dasヱ立旦主主性旦主htverstehen. aber'・・ (Momo.S.206) 

そこでnichtがvielleichtの前に来ている例を一先ずPartikelと解釈し以下で検討してみたい。

vielleichtの前に nichtが置かれている例がみつかったのは決定疑問文と obに導びかれる副文中だ

けである。

50) ::>K凸nntestdu deinen bloden Kasten nicht vielleicht leiser drehen?<: (Momo. S. 75) 

51) ::>K凸nntetihr mich nicht vielleicht mi tnehmen ?・・・く (ebd. S.216) 

52) ::>Gu t く. sagte Momo. ::> ich geh' mit dir. Aber konnte ich dich J'li cht vie llei cht 

tragen. dami t es schneller geht?く (ebd.S. 231) 

例50)は「そのラジオ、もう少し音をさげられないか」という要求文であり、 51)は「一緒につれ

てってくれないか」という依頼文、例52)は「おまえを抱いてはいけないか」と相手の意向を尋ねる

文である。話法の助動詞konnenがきているのも含めて 4.2.2.の例48)のvielleichtの用法と同じ丁

寧の表現と考えられる。

53) ::>Gibt es da nicht vielleicht noch einen anderen. einen erwachsenen Mann. einen 

erfahrenen Jager dieses Namens?く (DuG.S.41) 

54) Einen Augenblick lang主主rsie sogar旦豆cher.ob der graue Herr .!lIcht vielleicht 

recht hatte. (Momo. S.95) 

55) Lange Zeit geschah gar nichts. und Momo begann zu uberlegen. ob Kassiopeia 

sich nicht vielleicht doch einmal geirrt hatte. (ebd. S.202) 

例 53)~55) の vielleicht は意味的にModalwort と解釈できる。話者の不確かな推量を表わしてお

り、特に例54)、55)では話者の考えや想像であることが主文の動詞句にはっきりと現われている。疑

問文や副文に現われるModalwortとしての vielleichtと同様、このような条件のもとでは nicht が

vielleichtの前に来れるということなのだろう。

5. まとめ

vielleichtの用法
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1. Modalwortとして話者の不確かな推量を表わす。決定疑問文で vielleichtが用いられている時

は話者の自問である。副文中に用いられたり、 nichtが前に来ることもあるが、その場合は話者の不

確かな想像や考えであることが文脈上明らかである。

2. nicht-illokutive Partikelとして ungef邑hr(およそ)の意味で用いられる。単独では文頭に

立つことができない。

3. illokutive Partikelとして平叙文では予期していなかったことに対する驚きを表わす。また

話法の助動詞konnen.diirfenなどと共に用いられて了寧を表わす。決定疑問文では否定の答を予期

していることを表わすのに vielle ichtが用いられる。疑問文の形をとっているが話者ははじめから

否定の答を用意して発言している。またk凸nnenやdurfenなどの話法の助動詞と共に用いられる時は

I寧を表わす。なお平叙文に疑問符のついた形では提案や勧誘の表現になる。丁寧の意味に用いられ

る時など、 Partikelでも文頭に立つことがあると考えられる。

〔注〕

(1)例えばDuden.S. 303参照

(2) H. Weydt/E. Hentschel (1983). S. 16 

(3) G.Helbig/J.Buscha (1974). S.449-452.またJ.Erben (1972). S. 178.もModalwortと呼ぶ。

(4) AbtonungspartikelについてはH.Weydt/E.Hentschel(1983). S.3-5参照、またviel-

leichtについては同 S.36参照

(5) G. Helbig/W K凸tz(1985). illokutive Partikelnについては S.14-17.S.23-37. また

vielleichtについては同S.36参照

(6) G. Helbig/ J. Buscha (1974). S.428-429.また詳しくはG.Helbigパ玖 Kotz(1985). S.9-10 

参照

(7) E. Hentschel (1983). S.46 

(8) D. Hartmann (1979). S.123 

(9) G. Helbig/W. K凸tz(1985). S.26-29 

(10) Modal worterとAdverbienの違いについてはG.Helbig(1984).S.108-109. S.114に詳しい。

またG.Helbig/J.Buscha(1974).S.428-429. S.446-448. G.Helbig/W.K凸tz(1985). 

S. 9-10. Grundzuge einer deutschen Grammatik (1981). S.209参照

(11) G. Helbig (1984). S.108. S.113参照。 Grundzugeeiner deutschen Grammatik (1981). 

S.209，では疑問文への現われ方に制限があるとして可能なものの例がのっているが、これらの例

はHelbigの見解ではPartikelあるいはAdverbの用法として考えられているものである。

02 G. Helbig (1984)， S.105 
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(13) G. Helbig/W. Kotz (1985)， S.16-17 

。4) 向上S.40には、 Dasist vielleicht eine Uberraschung! (Partikel)とDasist viell~icht 
eine Uberraschung. =Vielleicht ist es eine Uberraschung. (Modalwort)が使い分けの

例としてあげられている。

(15) これについては佐藤(1984)，S.1-31. U. Hoberg (1973)， S.87一102参照

(16) G. Helbig (1984)， S.109，は lneinem abhangigen Satz (Nebensatz oder lnfini tivkon-

strktion) k凸nnenModalw凸rternicht stehen， wahrend modale Adverbien auftreten k凸n

nen:として不定詞句の例をあげている。Wirwerfen ihm vor， unpunktlich (langsam) zu 

kommen・世Wirwerfen ihm vor， vermutlich Cleider) zu kommen. 

(17) DuG.ニ Dieunend1iche Geschichte. 

(18) VVS. = Vor den Vatern sterben die S凸hne. この例は佐藤 (1984)で命令文に現われる例と

したものだが、文型からいくと平叙文である。

(19翻訳した場合の表現の違いが用法を見分ける上での手掛りとなると考えられる。 例えばAsbach

Schni tker (1977)， S.38-61，はPartikel"wohl“の用法を調べる際に、個々の例が英語でど

う翻訳可能かを手掛りにwohlの異なる機能を検討している。

(お) R. Klappenbach/W. Steinitz (Hrsg.) Worterbuch der deutschen Gegenwartssprache 

には、日常語で本来の意味を失いPartikel的に問いや依頼で丁寧の言い回しに用いられる

vielleichtの例があげられている。ほとんどは疑問文の形で、 konnenや werdenの接続法又

durfenを伴う場合が多い。平叙文の形でも疑問符が添えられている。 さらに断固たる要求を強

調するための用法として感嘆符を伴った平叙文の例があげられているが、これらの例はすべて

vie llei chtが文頭にきている。

(211 U. Hoberg (1973)， S.90参照

問) G. Helbig/J. Buscha (1974)， S.431 

(23 H. Weydt/E. Hentschel (1983)， S.3-4，は一つのPartikelが持つ異なる用法すべてに共通

する意味というのは抽象的で、個々のケースを説明するにはあまりに一般的すぎ、また個々の用

法を記述するだけではこれらの用法にどういう関連があるかを分りづらくするとして、個々の用

法と全体に共通する意味との両方の記述を試みている。

(24) 向上、 S.12 

(お，) G. Helbig/W. Kotz (1985)， S.41 

(26) H. Opalka (1977)， S.131-154 

(27) G. Helbig/W. Kotz (1985)， S.40参照

(刻同上、 S.36
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(加) H. Weydt/E. Hentschel (1983). S.16-17. これに対し驚きが量の特別さに関する時は aber

が用いられる。(同、 S.6)

(羽 He lbig/Kotzによれば、 Partikelとしてのvielleichtは叙述文には現われないので、平叙文

でPartikelとして用いられた場合その文は自動的に感嘆の意向を持つ文となる、つまり書きこ

とばでは感嘆符を伴うことになる。また実際に叙述文としての平叙文で vielleichtが用いられ

た場合はModalwortの用法となる、という。 (G.Helbig/W. Kotz. 1985. S.37) 

(31) G. Helbig (1984). S.105.では wohlをModalitatsparti kelとしている。

(忽) G. Helbig/W. Kotz (1985)， S.35 

(お) H. Weydt/E. Hentschel (1983). S.11 
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